第18回千葉泌尿器科集談会印象記 by 三橋,慎一
〔千葉医会誌 47，500，1972) 
f学会〕 第 18回千葉泌尿器科集談会印象記 
1972年 1月23日(日)，附属病院第 I講堂で聞かれ
た今回の集談会は，無風温暖のすばらしい快晴で屋外ス
ポーツに絶好の日和であったが，僻遠の地からも参会者
が相つぎ，内容も興味深く盛会であった。
演題としては，まず成田日赤から(真鍋薄，妹尾素
淵，日景高志，貌武彦，並木徳重郎，伊藤弘世) 38才女
性の右腎孟部に見られた線維肉腫の l例の報告があっ
た。発生母地を腎孟と決定することは至難であるが，も
し，しかりとすれば文献上本邦第 4例とのこと，また腎
としてもまれで、あることは確かで，その上，この例は下
大静脈後尿管を伴っていたとのこと，ぜひ印別物として
発表してもらいたい例であった。千葉大泌科教室からは 
Acetazolamide投与中の眼科入院患者に見られた尿路
結石，またはそれに近い症状を呈した 6症例の報告があ
った(遠藤博志，三橋慎一)。従来の文献例と異なるこ
とは短期間投与例が多いこと，結石を手術的に摘出して
いること，および両側例があったことなどで，結石発生
に及ぼす本剤の影響をめぐり活発な討論がなされた。つ
いで血液透析関係として，厚生年金から(岩間在美，日
景高志，山崎隆治，平岡真)， Hollow fiber kidneyの
経験が述べられた。血液充填量が著しく少なく，しかも
効率よく，血液駆動ポンプも不要であり， アミノ酸の 
lossも少ないなどの利点があるが，水を除去しにくいこ
となどの欠点があるという。しかも目下のところ入手が
困難とのことであるが，人工腎の小型化という世界の動
向から見れば，症例を吟味すれば十分有用なものであろ
う。千大教室からは血液透析例の剖検所見が出された
(三橋慎一，瀬川嚢，梶本伸一，村上信乃)。血管壁を
中心とした細胞膜透過性允進を想定させる諸変化や， 
Oxalosisの問題，副甲状腺の変化， および骨の脱灰な
どの所見が呈示された。従来は生存し得なかったような
腎機能不全が透析により著しく生命の延長を得られるよ
うになった現在であるが，このような諸変化の原因や治
療は今後の重要な課題であろう。君津中央(梶本伸一，
長千葉大学医学部泌尿器科学
一橋慎一*
瀬川嚢)からは 3症例の説明があった。第 1は66才女
子の右腎杯憩室結石で腎部分摘除で治， 第 2は50才男
子の腎結核と腎腫湯 (Clearcell carcinoma)と腎嚢胞
の合併例，第 3は54才男子の Subtrigonallobeの腺
腫に合併した勝脱結石であった。皐丸の問題について
は，国立習志野から(外間孝雄，梶本伸一，村上信乃，
窪田義弘)骨髄性白血病の再燃期に見られた 9才男子の
両側畢丸白血病性浸潤例が報ぜられた。本邦第 12例日
の由であり，貴重な説明であった。勝脱についてはふた
つの研究発表があった。第 lは千葉労災からのもので， 
Autonomous hyperreflexiaの問題(安田耕作，並木
徳重郎，伊藤弘世)で， Th 6以上のもの， (示説例は
すべてCの障碍)に限り見られる点，に討論がかわされ
た。またこの興味ある諸種の症状(発汗，。匿気，腰，失
神その他)の治療には苦心が払われていたが，その発生
経路など，深い興味を与えるとともに聴衆を啓発するこ
と大なるものがあった。ついで千大教室からは，コリン
エステルの神経因性勝脱に対する作用について発表され
た(北村温， 遠藤博志， 伊藤弘世， 嶋田孝男，百瀬剛
一)。子宮癌手術後および Me叩凶n1
見られた本症に対し，自律神経薬剤を投与して勝脱機能
を諸種の角度から検討したもので，教室で開発した勝脱
筋電図をも併用しての成績展示は印象的であった。コリ
ンエステル剤投与による反応が障碍勝脱の機能的予後判
定に寄与するという発表をその将来の発展に結びつけて
ほしいと，思った。最後に，尿路進行癌に対するマイトマ
イシン C，ウロキナーゼの併用効果について千大教室
(片海七郎，長山忠雄，藤田道夫)から発表がなされ
た。腫蕩と線溶系にかんする基礎実験から説き起こし，
腫療に対してウロキナーゼを使用する理由をわかり易く
説明，最後に臨床応用についてのべたが，臨床的に効果
を判定する適確な法がないのが惜しまれる。演述を終わ
り，新しい運営委員の承認を得， なごやかな懇談会の
後，散会した。
